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１．はじめに 

建設工事や既設の社会インフラ施設の維持管理などにおいて地盤や構造物の形状や内部構造を計測する技

術は重要な役割を果たしている．しかし，これらの計測技術は多岐にわたり，これらの計測技術を利用するユ

ーザーにとっては，最適な計測技術を同業多数社から選択することが大きな負担になっている．一般財団法人

エンジニアリング協会（ENAA）では，これらの計測技術を可能な限り簡便に選択可能なツールを作成するた

めに計測技術研究会を 2015 年度より組織し，計測技術のデータベース作成を目指して研究開発を行ってきた．

このデータベースは計測技術利用側の企業の利便性を測るとともに，計測技術提供側の企業にとっても保有

技術のアピールの場ともなる．本稿では開発したデータベースの特長を紹介し，今後の展望を示す． 

２．現状のデータベースの課題 

計測技術を利用する場合，例えばインターネットでキーワードを入力して探すことが考えられる．しかし，

その技術が目的を達成できるかどうかを判断することは意外に難しい．その理由はいくつかあり，例えば，用

語の統一がなされていないために，計測技術の利用目的に合致しているかが判断できないこと，あるいは周知

ではない用語が出てくるとその用語をさらに調べるのに時間や労力がかかること，などである．あるいは，検

索しても膨大な結果が出てくるだけで，計測技術を絞り込むことすら難しい場合もある．そのため簡便かつ目

的を達成可能とする計測技術データベース，あるいは，計測技術検索システムがあると便利である． 

このようなデータベースとして国土交通省の新技術情報提供システム 1)がある．New Technology Information 

System，通称 NETIS と呼ばれ，国土交通省が新技術の活用のため，新技術に関わる情報の共有及び提供を目

的として整備したデータベースシステムである．企業が保有する技術を登録する場合，申請書を作成する必要

があるため計測技術の登録申請にかなりの労力を要する．さらに登録された技術の範囲が広すぎて検索した

結果が必ずしも目的に合致しない場合がある． 

特定の分野に絞った検索サービスもある．非開削技術の工法検索サイトとして「工法ナビ」2)があり，現場

条件に適した非開削工法を選定するツールとなっている．この検索サイトの中に地下探査技術という項目が

ある．地下埋設管や空洞探査などの空間情報を対象としたときに，様々な条件を入力すると具体的な手法を推

奨してくれる便利な機能を有し，非常に使い勝手は良いが技術の範囲は限られている． 

技術範囲が広くかつ簡便な検索機能を持つデータベースがあると，より便利に計測技術を利用することがで

きる．利用者側にとっても，技術を提供する側にとっても，両者にメリットがあると考えられる． 

３．開発したデータベースの基本的な考え方 

現在，ENAA の賛助会員が保有する技術を対象とし，各会員企業のホームページなどで公開された計測技術

を収集し，分類した．分類の方法は大きく，適用分野と技術分野であり，両者とも大，中，小の 3つの仕切り

項目から構成されている．適用分野の大項目は「建設・維持管理」や「防災」，「環境」などとなっており，中

項目は「構造物」や「地熱」，「トンネル」などとなっていて，この 2項目で検索することができる．小項目は

分類が細かいため検索対象にはしていない．技術分野の大項目は「物理探査」や「モニタリング」，「原位置試

験」，中項目は「地中レーダ」や「打音検査」，「画像解析」となっている．これらの仕切り項目を以下ではキ

ーワードと呼ぶ．小項目は適用分野と同様検索対象から外している．基本的にこれらの項目で検索すると，そ

れに合致した技術名，保有企業，性能規定，仕様規定，技術の概要，実績，成果品などの結果を得ることがで 
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きる．さらに，選択した計測技術の登録

会社のホームページへのリンクも張ら

れているので，さらに詳細の情報が得ら

れるようにした． 

４．データベースの現状 

(1)エクセルベースのデータシート 

収集した計測技術をエクセルシート

に集積した 3)．このエクセルシートをデ

ータベースと称している．現在，エクセ

ルのフィルタ機能で検索すれば必要な

情報を得ることができる．しかし，デー

タベース作成側で，この機能を具現化する

ことは容易ではなく，検索に必要なキーワ

ードを統一する必要がある．同じ手法でも

企業によって異なる場合があるためであ

る．特に，各技術提供企業で独自に命名した

技術などは，適したキーワードを割り当て

なければ，利用者が適切な検索ができない．

データベースの構成を図-1 に示す． 

(2)物理探査手法シート 

検索した計測技術の内容を明確に分かり

やすく説明することも重要である．利用者

が必ずしもその技術について詳知している

とは限らない．そこで，計測技術の中にはあ

る程度標準的なあるいは基準化された方法

があり，それらの共通部分を抽出して 1 枚

のシートにまとめて計測技術の内容の理解

を深めてもらうための「手法シート」を作成

した．この手法とは，主に物理探査であり，

例えば，「物理探査適用の手引き」4)を参考

に，A4 版 1 枚で説明するようにした（図-

2）．このシートは，手法名，技術の概要，目

的，方法，結果，適用上の留意点で構成した． 

５．まとめと今後の課題 

現在，数多くの探査技術の検索要求を満たす検索データベースは意外と見つからない．ENAA では，新たに，

簡便で，しかも，実用的な検索データベースを作成した．現在はエクセルベースであるが，今後はさらに計測

技術提供側や利用者側の意見を取り入れ，両者にとって使いやすい方法を検討して行く予定である． 
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図-2 物理探査手法シートの例 

図-1 データベースの構成 
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